
平成３０年11月１日№59

 ９月定例会・決算特別委員会などの内容をお伝えします。

９月定例会の審議

議案等表決状況

常任委員会審査報告等

一般質問／議会全員協議会等

決算特別委員会

請願・陳情／市議会へのご意見募集
世界から見た「きたあきた」
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９
月
定
例
会
の
主
な
議
事

　
平
成
30
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
は
、
９
月
11
日
（
火
）
か
ら
10
月
10
日

（
水
）
ま
で
の
30
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
９
月
定
例
会
で
は
、
条
例
案
４
件
、

予
算
案
11
件
、
各
決
算
認
定
が
23
件
、
そ
の
他
議
案
等
４
件
、
陳
情
２
件
の
44
件
が
提

案
さ
れ
、
陳
情
２
件
を
除
く
42
件
が
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
最
終
日
に
提
案
さ
れ
た
人
事
案
件
２
件
、
発
議
案
５
件
、
北
秋
田
市
長
、
副

市
長
及
び
教
育
長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
一
般
会
計
補
正
予
算

〇
特
別
会
計
補
正
予
算

〇
平
成
29
年
度
各
決
算
の
認
定

〇
北
秋
田
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
の
公
営
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

〇
北
秋
田
市
障
害
児
通
園
（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

〇
北
秋
田
市
在
宅
複
合
型
施
設
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
制
定

〇
北
秋
田
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

〇
北
秋
田
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

主な補正予算 補正予算額

９０,１８０,０００円

２３,１００,０００円

１２,０００,０００円

３２,７７２,０００円

１３,０００,０００円

森吉山ウェルカムステーション整
備事業補助金

比内地鶏大規模モデル経営体育成
事業費補助金

北秋田市商工会商品券事業補助金

地域連携ＤＭＯ秋田犬ツーリズム
による観光振興事業負担金

住宅リフォーム支援事業補助金

　平成３０年度一般会計補正予算（第３号）５億４２２万４千円を

追加。また、平成３０年度一般会計補正予算（第４号）６１３７万

６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２４０

億４０８９万６千円とするものです。

一般会計５億６５６０万円増一般会計５億６５６０万円増一般会計５億６５６０万円増

総額２４０億４０８９万６千円総額２４０億４０８９万６千円総額２４０億４０８９万６千円
可
決
可
決

※ＤＭＯとは、官民などの幅広い連携によって地域観光を積極的に推進す
　る法人組織。



03 市議会だより きたあきた

三
浦
　
倫
美

堀
部
　 

壽

杉
渕
　
一
弘

佐
藤
　
文
信

松
尾
　
秀
一

武
田
　
浩
人

大
森
　
光
信

松
橋
　 

隆

黒
澤
　
芳
彦

板
垣
　 

淳

虻
川
　 

敬

佐
藤
　
重
光

長
崎
　
克
彦

佐
藤
　
光
子

中
嶋
　
洋
子

関
口
　
正
則

福
岡
　
由
巳

小
笠
原 

寿

山
田
　
博
康

採
決
結
果

○：賛成　●：反対　▼：欠席もしくは退席　除：除斥

所属会派・議員氏名
　　　　　採決結果

議　案　名

陳情第5号
消費税増税10％引き上げ中止を求める意見書
提出の陳情書について

議案第113号
北秋田市在宅複合型施設条例を廃止する条例
の制定について

認定第1号
平成29年度北秋田市一般会計歳入歳出決算の
認定について

認定第2号
平成29年度北秋田市国民健康保険特別会計歳
入歳出決算の認定について

認定第22号
平成29年度北秋田市病院事業会計決算の認定
について

共産党
議員団緑風・公明みらい

賛否が分かれた議案等の表決状況

※議長は、過半数で議決すべき場合には、法第116条第2項で「議員として議決に加わる権利を有しない」とされ
　ているため、議長は採決には加わりません。なお、当日は佐藤重光副議長が議長の職務を代行しております。

※全会一致の可決、採択については除いています。

【平成３０年９月定例会／平成３０年１０月１０日採決】

無会派新創会

久
留
嶋
範
子

不
採
択

可
決

可
決

可
決

可
決

●●●●▼●●●●●○

○● ●●●

●●●●

●

●● ● ●

● ● ●

○ ○ ○ ○ ○ ○- ●

- ○ ○ ○ ○ ○

○

○

●

○ ○ ○ ▼ ○○ ○ ○ ○ ○

- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○○○○ ●

○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

　
消
費
税
は
所
得
の
少
な
い
人
程

負
担
が
重
く
、
貧
困
と
格
差
を
拡

大
す
る
不
公
平
税
制
。
税
金
の
集

め
方
、
使
い
方
を
見
直
す
べ
き
。

　
消
費
税
10
％
引
き
上
げ
は
、
暮

ら
し
と
経
済
に
有
害
な
が
ら
安
倍

政
権
が
財
界
の
法
人
税
減
税
に
応

え
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
市
財
政
が
苦
し
い
時
に
資
産
価

値
19
億
円
の
ケ
ア
タ
ウ
ン
を
タ
ダ

で
あ
げ
る
の
は
間
違
い
。
議
会
の

存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
は
、
民

営
化
し
て
も
自
主
性
・
サ
ー
ビ
ス

水
準
は
高
く
、
独
立
運
営
が
継
続

で
き
る
こ
と
が
検
証
さ
れ
た
。

賛
成
・反
対
討
論
※
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す

反
対
討
論

▼
陳
情
第
5
号
　

▼
議
案
第
113
号
　

▼
認
定
第
1
号
　

▼
認
定
第
22
号
　

▼
認
定
第
2
号
　

反
対
討
論

　
ケ
ア
タ
ウ
ン
民
営
化
を
施
政
方

反
対
討
論

賛
成
討
論

　
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
施
設
、
変
わ
ら
ぬ
事
業
者
の

元
で
雇
用
が
守
ら
れ
る
。
今
後
の

施
設
管
理
等
を
考
慮
し
た
民
営
化
。

　
監
査
委
員
か
ら
の
「
実
質
単
年

度
収
支
が
赤
字
に
転
落
。
大
型
投

資
公
債
費
や
物
件
費
の
増
も
要

因
」
と
の
指
摘
を
重
視
す
る
べ
き
。

　
財
政
的
に
は
、
大
型
投
資
が
あ

り
基
金
の
取
り
崩
し
は
あ
っ
た
が
、

最
大
限
の
努
力
を
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
一
定
の
評
価
を
致
し
ま
す
。

　
実
質
単
年
度
収
支
の
赤
字
転
落

や
「
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
掲
げ

た
が
、
成
果
が
少
な
い
項
目
や
逆

行
す
る
政
策
が
見
ら
れ
た
。

賛
成
討
論

　
国
保
税
を
7
0
0
0
万
円
値
上

げ
し
２
億
円
余
ら
せ
た
。
値
上
げ

す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
市
民
を

困
ら
せ
た
の
で
反
対
。

　
総
体
的
判
断
で
、
不
認
定
と
す

る
要
素
は
少
な
い
。
国
保
会
計
の

安
定
運
営
も
必
要
、
減
免
対
象
も

引
き
続
き
当
局
に
求
め
て
い
く
。

反
対
討
論

反
対
討
論

　
国
保
加
入
世
帯
の
職
業
構
成
は

生
活
困
窮
者
等
が
圧
倒
的
。
29
年

度
は
こ
の
階
層
へ
の
大
増
税
と
な

っ
た
。
国
の
大
幅
支
援
こ
そ
急
務
。

反
対
討
論

反
対
討
論

　
累
積
欠
損
金
約
29
億
円
は
経
営

成
績
と
し
て
厳
し
い
。
ま
た
、
常

勤
医
16
人
は
救
急
患
者
に
対
応
で

き
な
い
状
況
。

　
前
年
比
で
９
千
万
円
改
善
さ
れ

た
が
、
市
の
財
政
は
ひ
っ
迫
し
て

い
る
。
医
師
を
確
保
し
、
空
き
病

棟
を
埋
め
赤
字
を
減
ら
す
べ
き
。

反
対
討
論

  

三
浦 

倫
美  

議
員

  

関
口 

正
則  

議
員

  

久
留
嶋 

範
子 

議
員

  

三
浦 

倫
美  

議
員

  

杉
渕 

一
弘  

議
員

  

福
岡 

由
巳  

議
員

  

福
岡 

由
巳  

議
員

  

福
岡 

由
巳  

議
員

  

福
岡 

由
巳  

議
員

  

板
垣 

　
淳  

議
員

  

板
垣 

　
淳  

議
員

  

中
嶋 
洋
子  

議
員

  

中
嶋 

洋
子  

議
員

  

福
岡 

由
巳  

議
員

針
で
触
れ
ず
に
提
案
は
重
大
。
市

民
の
血
税
で
作
ら
れ
た
施
設
を
タ

ダ
で
譲
渡
す
る
の
も
重
大
。
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9月定例会で議案を審査で議案を審査で議案を審査

ケアタウンたかのす民間移管へ

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

市 民 福 祉 常 任 委 員 会

総 務 文 教 常 任 委 員 会

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
条
例
案
２
件
、
予
算
案
７
件

の
計
９
件
。

　
障
害
児
通
園（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

施
設
条
例
に
つ
い
て
、
土
曜
日
の

開
園
に
よ
る
開
園
時
間
、
利
用
料

金
及
び
職
員
の
配
置
や
体
制
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
「
開
園
時
間
と

利
用
料
金
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
で

あ
り
、
指
定
管
理
者
側
で
は
当
初
、

土
曜
日
の
開
園
も
希
望
さ
れ
て
い

ま
し
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　
在
宅
複
合
型
施
設
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
「
ケ

ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
だ
け
を
民
営

化
す
る
の
か
」
と
質
疑
が
あ
り

「
今
ま
で
ど
お
り
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
雇
用
と
施
設

管
理
の
面
で
も
、
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
て
継
続
で
き
る
と
判
断
さ

れ
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
に
あ
た
り
「
議
会
へ
の
対

応
も
含
め
問
題
で
あ
り
、
財
政
状

況
が
厳
し
い
中
で
無
償
譲
渡
は
納

得
で
き
な
い
」
等
の
反
対
意
見
が

あ
り
、
ま
た
「
公
益
事
業
を
委
ね

る
に
あ
た
り
有
償
譲
渡
は
馴
染
ま

　
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

で
は
、
基
金
に
積
立
を
す
る
考
え

方
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
「
介
護

保
険
事
業
を
安
定
的
に
運
営
す
る

た
め
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
審
査
を
踏
ま
え
、
付
託

さ
れ
た
そ
の
他
の
案
件
は
全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

と
決
し
ま
し
た
。

　
　
（
委
員
長
　
佐
藤
　
文
信
）

在
宅
複
合
型
施
設
条
例
廃
止

介
護
特
会
は
安
定
運
営

な
い
し
、
財
政
状
況
や
長
期
的
な

視
野
で
の
運
営
が
円
滑
に
図
ら
れ

る
」
等
の
賛
成
意
見
が
あ
り
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
　

さらに改修される阿仁合駅

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
条
例
案
１
件
、
予
算
案
３
件
、

陳
情
１
件
の
計
５
件
。

 
北
秋
田
市
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
全

会
一
致
で
可
決
す
べ
き
と
決
し
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
は
、
森
吉
山
ウ
ェ
ル

カ
ム
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り

「
森
吉
山
一
帯
の
自
然
や
建
物
全

て
を
俯
瞰
出
来
る
施
設
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
宮
前
町
庁
舎
の
設
計
委
託
費
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
「
改
修
は
耐

震
補
強
、
空
調
設
備
の
総
取
り
換

え
の
他
、
現
在
、
管
理
棟
と
な
っ

て
い
る
１
階
を
執
務
室
と
し
て
使

用
可
能
に
す
る
工
事
を
予
定
し
て

い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
審
査
を
踏
ま
え
、
全
会

阿
仁
合
駅
に

森
吉
山
ウ
ェ
ル
カ
ム
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

宮
前
町
庁
舎
改
修
へ

一
致
で
原
案
の
通
り
可
決
す
べ
き

と
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
当
委
員

会
で
は
付
帯
意
見
と
し
て
、
明
確

な
計
画
の
策
定
、
総
事
業
費
の
可

能
な
限
り
の
削
減
に
努
め
る
よ
う

文
書
で
付
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
議
案
も
す
べ
て
全
会

一
致
で
可
決
す
べ
き
と
決
し
ま
し

た
。

　
陳
情
第
５
号
「
消
費
税
増
税
10

％
引
き
上
げ
中
止
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
陳
情
書
に
つ
い
て
」
は

賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
と
決
し

ま
し
た
。

　
　
（
委
員
長
　
大
森
　
光
信
）
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３つの常任委員会３つの常任委員会３つの常任委員会

北海道石狩市

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

産 業 建 設 常 任 委 員 会

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
７
月
３

日
、
４
日
、
北
海
道
石
狩
市
、
千
歳

市
に
お
い
て
議
会
改
革
等
に
つ
い
て

所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
石
狩
市
で
は
、
市
職
員
が
使
用
し

た
５
年
リ
ー
ス
終
了
の
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
を
格
安
購
入
し
、
全
議
員
に
貸

与
。
議
案
書
や
説
明
資
料
等
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
な
ど
を
行
い
、
初
期
導

入
費
用
を
抑
え
た
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
利
用
し
た
議
会
運
営

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
印
刷
製
本
に
か
か
る
人
件
費
や
消

耗
品
な
ど
の
経
費
の
削
減
が
で
き
、

ま
た
議
員
活
動
の
効
率
も
高
ま
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
千
歳
市
で
は
議
会
報
告
会
の
際
に

参
加
者
の
方
と
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

議
員
個
人
の
意
見
や
考
え
を
述
べ
る

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
条
例
案
１
件
、
予
算
案
３
件
、

単
行
議
案
４
件
、
陳
情
１
件
の
計

９
件
。

　
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
「
入

居
条
件
は
前
と
同
じ
か
」
と
の
質

疑
が
あ
り
「
家
賃
は
上
が
る
が
、

５
年
間
で
少
し
ず
つ
上
げ
、
６
年

目
に
正
規
の
家
賃
に
な
る
よ
う
に

し
て
い
く
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
、
比
内
地
鶏
大
規
模
モ
デ

ル
経
営
体
育
成
事
業
費
補
助
金
に

は
「
鶏
舎
の
整
備
に
補
助
す
る
事

業
で
合
川
地
区
の
１
組
織
が
採

択
」
と
の
説
明
が
あ
り
、
阿
仁
林

業
セ
ン
タ
ー
の
解
体
費
に
つ
い
て

は
「
調
査
段
階
で
は
見
え
な
い
部

分
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
見
つ
か
り

処
理
の
工
法
を
積
算
し
た
と
こ
ろ

大
き
な
額
に
な
っ
た
」
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

 

　
観
光
振
興
事
業
負
担
金
に
つ

市
営
新
住
宅
６
年
目
に
正
規
家
賃

阿
仁
地
区
古
民
家
を

　
　
　
宿
泊
・
カ
フ
ェ
に

所管事務
調査報告

石
狩
市
・
千
歳
市
を
視
察
研
修

石
狩
市
・
千
歳
市
を
視
察
研
修

石
狩
市
・
千
歳
市
を
視
察
研
修

議
会
運
営
委
員
会
所
管
事
務
調
査

議
会
運
営
委
員
会
所
管
事
務
調
査

リ
ー
ス
終
了
の

　
　
パ
ソ
コ
ン
で
I
C
T
化

意
見
交
換
会

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

こ
と
が
で
き
る
意
見
交
換
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
参
加
者
か
ら
は

市
民
が
議
会
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な

考
え
を
お
持
ち
な
の
か
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
今
後
の
議
会
活
動

の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
視
察
を
踏
ま
え
、
当
議
会

で
も
今
年
度
の
議
会
報
告
会
か
ら
テ

ー
マ
を
決
め
、
参
加
者
と
意
見
交
換

を
行
う
こ
と
と
し
、
ま
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
お
願
い
し
て
今
後
の
議
会
活
動

の
参
考
に
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
両
市
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
、

更
な
る
議
会
改
革
・
活
性
化
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
を

当
委
員
会
で
は
確
認
し
て
い
ま
す
。

い
て
は
「
阿
仁
地
区
の
古
民
家
を

宿
泊
あ
る
い
は
カ
フ
ェ
に
活
用
す

る
た
め
の
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

費
用
を
計
上
し
た
も
の
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
補

助
金
で
は
「
多
子
世
帯
用
が
今
年

度
か
ら
18
歳
以
下
２
人
以
上
と
枠

を
広
げ
た
こ
と
に
よ
り
申
込
み
が

増
え
て
い
る
」
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
て
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
と
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陳
情
に
つ
い
て
は
、
継

続
審
査
す
る
こ
と
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
（
委
員
長
　
堀
部
　
壽
）新しく完成した市営住宅



　
　
視
覚
障
が
い
者
用
信
号
機
が
鷹
巣

地
区
４
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
３
ヶ
所
の
周
辺
は
点
字
ブ
ロ

ッ
ク
が
整
備
さ
れ
て
い
な
く
歩
け
る
状

態
で
な
い
。
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
設
置
さ
れ
て
い
な
い
区
間
に
つ
い

て
は
何
処
な
の
か
承
知
し
て
い
な
い
。

も
し
、
要
望
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
道
路

会
社
だ
け
で
な
く
、
関
係
機
関
と
連
携
、

調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
信
号
が
あ
っ
て
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
は
お
か
し
く
な

い
か
。
当
局
は
も
っ
と
現
場
を
よ
く
見

る
べ
き
。
本
庁
舎
に
つ
い
て
も
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
上
に
マ
ッ
ト
や
立
て
看
板
が
あ

り
、
違
反
で
あ
り
直
ぐ
改
善
す
べ
き
で

な
い
か
。

　
　
以
前
は
障
が
い
者
か
ら
話
を
伺
う

機
会
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
い
う
機
会
が

少
し
失
わ
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

そ
の
辺
を
含
め
点
検
し
な
が
ら
職
員
で

徹
底
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
　
コ
ム
コ
ム
の
階
段
の
登
り
口
、
踊

り
場
、
降
り
口
に
も
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が

あ
る
が
障
が
い
者
の
話
に
よ
れ
ば
危
険

で
歩
け
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
規
格

ど
お
り
か
。
改
善
す
べ
き
で
な
い
か
。

障
が
い
者
に
か
か
わ
る
問
題
を
事
前
に

話
し
合
う
こ
と
な
く
執
行
し
て
い
る
か

ら
起
こ
っ
て
い
る
と
の
話
で
あ
っ
た
。

　
　
階
段
は
危
険
か
ど
う
か
把
握
し
て

い
な
か
っ
た
。
点
検
す
る
。

　
　
合
川
木
戸
石
信
号
機
か
ら
松
ヶ
丘

に
通
じ
る
県
道
に
あ
る
街
灯
の
電
気
料

に
つ
い
て
、
木
戸
石
側
は
市
が
負
担
し

て
、
松
ヶ
丘
側
は
自
治
会
負
担
に
な
っ

て
い
た
。
な
ぜ
違
う
の
か
。

　
　
当
時
、
合
川
北
小
へ
の
通
学
路
で

あ
り
、
松
ヶ
丘
自
治
会
の
要
望
に
よ
っ

て
設
置
さ
れ
た
。
地
元
要
望
は
地
元
負

担
と
考
え
て
い
る
。

　
　
集
落
間
の
主
要
道
の
街
灯
料
金
は

方
針
を
統
一
し
、
市
が
負
担
す
べ
き
で

な
い
か
。

　
　
幹
線
道
路
、
通
学
路
の
こ
と
も
含

め
て
調
査
し
、
対
応
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

活かそう市民の声　市政を問う!

　
一
般
質
問
は
、
9
月
13
日
・
14
日
に
行
わ
れ
、
６
名
の
議
員

が
登
壇
し
ま
し
た
。

※
掲
載
文
は
、
質
問
者
の
執
筆
に
よ
る
原
稿
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

ＱＱ

Ｑ Ｑ

Ｑ

点字ブロック整備中途半端

各議員の質問に答弁する津谷市長

◎一般質問は、「一問一答方式」と「総括質問方式」の選択制としています。

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

④ 久留嶋 範子 議員

⑤ 大森　光信 議員 ⑥ 三浦　倫美 議員

◆ 一般質問とは？◆ 一般質問とは？

　議員が市長や教育長など
市当局に対し、広く市政に
ついての報告や説明を求め
るもので、定例会ごとに行
なわれます。

１　市民の健康づくり
２　３Ｒ（リデュース・
　　リュース・リサイクル)
　　推進

③ 虻川　敬 議員

１　北秋田市における道路
　　交通インフラ
２　空き家等実態調査
３　災害時の情報発信
４　伊勢堂岱遺跡

１　農業政策
２　観光政策
３　商工業政策

１　小阿仁川の水害対策
　

〔P.8〕〔P.7〕

② 板垣　淳 議員

１ 　ケアタウン

〔P.7〕

① 福岡　由巳 議員

１　北秋田市視覚障がい者
　　支援
２　北秋田市史、記念誌編
　　さん
３　集落間の県道・市道の
　　街灯

〔P.6〕

〔P.8〕 〔P.9〕

視
覚
障
が
い
者
の
支
援
策
を
詳
細
に

　
　
　
　
　   

福
岡
　
由
巳
（
無
会
派
）

一般質問一般質問一般質問

市議会だより きたあきた 06



07 市議会だより きたあきた

　
　
市
は
ケ
ア
タ
ウ
ン
を
社
会
福
祉
協

議
会
に
無
償
譲
渡
す
る
と
発
表
し
た
。

譲
渡
先
が
社
協
で
あ
る
こ
と
は
賛
成
。

し
か
し
、
タ
ダ
は
だ
め
。
理
由
は
、
①

市
財
政
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
く
な

っ
て
い
る
こ
と
、
②
建
物
の
資
産
価
値

が
数
億
円
で
あ
る
こ
と
、
③
一
括
繰
り

上
げ
返
済
し
た
も
の
の
、
建
設
費
の
借

金
が
９
億
円
あ
っ
た
こ
と
、
④
儲
か
っ

て
い
る
施
設
で
あ
る
こ
と
、
⑤
市
が
大

金
を
か
け
て
ベ
ッ
ド
の
買
い
替
え
や
建

物
の
修
繕
を
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
借
金
も
建
物
も
き
れ
い
に
し

ま
し
た
。
も
う
か
る
施
設
で
す
。
タ
ダ

で
あ
げ
ま
す
」
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
が

正
し
い
判
断
な
わ
け
が
な
い
。
譲
渡
す

る
な
ら
適
正
価
格
で
売
却
す
べ
き
で
な

い
か
。

　
　
公
益
事
業
を
譲
渡
す
る
に
あ
た
り

有
償
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え
る
。

　
　
理
由
に
な
ら
な
い
。
し
か
も
決
め

方
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
。
議
会
に
市
の
方

針
を
伝
え
る
「
施
政
方
針
」
で
も
一
度

も
ふ
れ
な
か
っ
た
。

　
　
反
省
し
て
い
る
。

　
　
昨
年
10
月
の
議
会
全
員
協
議
会
で

こ
の
案
に
賛
成
し
た
人
は
一
人
も
い
な

か
っ
た
の
に
３
日
後
に
無
償
譲
渡
の
公

募
を
開
始
し
た
。
議
会
が
反
発
す
る
の

は
当
然
の
こ
と
で
、
市
長
は
撤
回
に
追

い
込
ま
れ
、
議
会
に
「
私
の
間
違
っ
た

判
断
だ
っ
た
」
と
お
詫
び
し
た
。
な
の

に
ま
た
同
じ
こ
と
を
し
た
。
今
年
６
月

の
全
員
協
議
会
で
同
じ
案
を
述
べ
、
直

後
に
公
募
し
、
譲
渡
先
を
社
協
に
決
定

し
た
の
で
あ
る
。
あ
の
お
詫
び
は
何
だ

っ
た
の
か
。

　
　
６
月
の
全
員
協
議
会
で
は
反
対
意

見
が
な
か
っ
た
。

　
　
賛
成
意
見
も
な
か
っ
た
。

　
　
今
議
会
に
そ
の
議
案
を
提
案
し
て

い
る
の
で
、
そ
こ
で
意
見
を
言
っ
て
も

ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

　
　
北
海
道
北
東
北
縄
文
遺
跡
群
が
世

界
遺
産
登
録
に
向
け
、
様
々
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

近
隣
の
三
内
丸
山
遺
跡
や
大
湯
環
状
列

石
と
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
比
べ
る
と
、
観

光
地
と
し
て
の
環
境
整
備
が
劣
る
よ
う

に
感
じ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
観
光

資
源
と
し
て
の
磨
き
上
げ
を
図
る
か
。

　
　
「
空
路
・
鉄
路
・
陸
路
」
を
有
す

る
当
市
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
空

港
レ
ス
ト
ラ
ン
や
近
隣
の
飲
食
店
等
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
誘
客
出
来
る

よ
う
な
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
な
お
、
文
化
財
の
保
護
と
い
っ
た
観

点
か
ら
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う

留
意
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
と
鷹
巣
中
央
公
園

と
を
連
動
さ
せ
、
縄
文
文
化
の
テ
ー
マ

パ
ー
ク
と
し
て
活
用
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
鷹
巣
中
央
公
園
は
「
観
光
秋
田
三

十
景
」
の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
る
公
園

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
従
来
の
目
的
を
考

慮
し
な
が
ら
、
遺
跡
を
起
点
と
し
た
市

内
周
遊
観
光
コ
ー
ス
の
検
討
の
中
で
結

び
付
け
て
ゆ
き
た
い
。

　
　
観
光
乗
合
い
周
遊
タ
ク
シ
ー
の
現

状
以
上
の
周
知
の
充
実
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
現
在
、
主
要
観
光
拠
点
な
ど
に
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
情
報
発
信
、
観

光
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
展
開
し

て
い
る
の
で
十
分
な
告
知
と
考
え
る
。

看
板
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
、
デ
マ
ン
ド

型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
、
代
替
え
タ
ク

シ
ー
の
乗
車
ル
ー
ル
の
統
一
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
現
在
の
課
題
と
し
ま
し
て
は
「
増

沢
市
民
病
院
線
」
が
定
時
定
路
線
乗
り

合
い
形
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

利
用
者
と
協
議
し
な
が
ら
デ
マ
ン
ド
型

へ
移
行
で
き
な
い
か
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
し
、
新
ル
ー
ト
や
、
時
間
の
変
更
、

増
便
な
ど
は
協
議
が
あ
っ
た
場
合
は
速

や
か
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

伊勢堂岱環状列石

無償譲渡問題に揺れたケアタウン

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

ＡＡ

ＡＡ

ＱＱＱ

Ｑ

Ａ

Ａ ＡＡ

Ｑ

Ｑ Ｑ

Ｑ

ケ
ア
タ
ウ
ン
譲
渡
　
タ
ダ
は
認
め
ぬ

　
　
　     

板
垣
　
淳
（
共
産
党
議
員
団
）

縄
文
文
化
遺
跡
を
観
光
資
源
へ

　   

　
　      

虻
川
　
敬
（
新
創
会
）
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需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
多
収
品
種

の
作
付
け
を
奨
励
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　

重
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
捉
え

て
い
る
が
、
現
状
を
見
守
り
た
い
。

　
　
地
域
農
業
を
支
え
る
、
さ
ら
に
言

え
ば
市
の
農
業
政
策
を
遂
行
し
て
い
く

う
え
で
、
農
協
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
の
合
併
に
、
市
は

何
を
期
待
す
る
か
。

　
　
Ｊ
Ａ
の
合
併
に
よ
り
、
農
家
の
皆

さ
ん
が
信
頼
を
寄
せ
て
安
心
し
て
営
農

を
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
農
業
経
営
が

足
腰
の
強
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

　
　
本
市
の
農
業
産
出
額
は
目
論
見
通

り
増
え
て
い
る
か
。

　
　
こ
こ
数
年
は
現
状
維
持
に
留
ま
っ

て
い
る
。

　
　
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
現
在
ま
で
の

成
果
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
。

　
　
こ
こ
数
年
の
エ
リ
ア
全
体
に
お
け

る
「
観
光
客
入
込
客
数
」
「
宿
泊
者
総

数
」
「
外
国
人
宿
泊
者
数
」
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。

　
　
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
変
更
事
業
が

国
に
採
択
さ
れ
、
平
成
33
年
度
ま
で
継

続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
補
正
予
算
で

も
運
営
費
等
の
負
担
金
が
計
上
さ
れ
て

お
り
、
事
務
局
に
職
員
を
出
向
さ
せ
、

連
携
の
強
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
月
１
回
程
度
の
打
ち
合
わ
せ
会
議

を
行
っ
て
お
り
、
情
報
共
有
が
図
ら
れ

て
い
る
。

　
　
市
内
の
雇
用
を
維
持
し
、
技
術
の

継
承
、
街
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
も

後
継
者
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

商
工
団
体
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
事

業
継
承
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
商
工
業
者
の
後
継
者

不
足
に
つ
い
て
、
現
状
を
把
握
し
、
対

策
を
講
じ
て
い
る
か
。

　
　
商
工
会
で
は
後
継
者
不
足
に
よ
る

廃
業
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
事
業
継
承

の
意
向
に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。
商
工
会
や
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
企
業
存
続
の
た
め
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。

　
　
「
第
２
期
け
ん
こ
う
北
秋
田
21
計

画
」
が
平
成
29
年
度
か
ら
10
カ
年
計
画

で
策
定
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
当

市
に
お
け
る
特
定
健
診
受
診
率
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
、
受
診
率
向
上
の
た

め
の
方
策
は
。

　
　
平
成
28
年
度
の
受
診
率
は
、
県
平

均
36
・
５
％
に
対
し
て
、
27
・
９
％
と

県
内
で
も
低
い
。
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
個
別
通
知
や
、
電
話
に
よ
る
受

診
勧
奨
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
検
査
結

果
を
情
報
提
供
し
て
も
ら
い
、
特
定
健

診
と
み
な
し
受
診
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

平
成
31
年
度
に
向
け
て
健
康
ポ
イ
ン
ト

制
度
も
導
入
し
な
が
ら
、
受
診
率
向
上

に
繋
げ
た
い
。

　
　
生
活
習
慣
病
は
多
く
の
場
合
、
生

活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
可
能
と
言
わ
れ
て
い
る
。
予
防

に
つ
い
て
は
。

　
　
正
し
い
食
生
活
と
運
動
習
慣
、
禁

煙
・
飲
酒
に
つ
い
て
啓
蒙
活
動
を
行
い

各
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
生
活

習
慣
病
予
防
の
強
化
と
推
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　
　
県
内
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
長
寿

・
健
康
増
進
事
業
と
し
て
、
は
り
・
き

ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
助
成
と
脳
ド
ッ
ク

補
助
の
実
施
計
画
は
。

　
　
当
市
の
死
因
別
の
死
亡
者
数
は
多

い
順
に
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
1
6
1

人
、
心
疾
患
93
人
、
脳
血
管
疾
患
66
人

と
な
っ
て
お
り
、
予
防
や
早
期
発
見
、

健
診
受
診
体
制
の
整
備
が
非
常
に
重
要
。

助
成
は
県
内
の
状
況
を
把
握
し
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

　
　
古
着
・
古
布
の
回
収
に
つ
い
て
、

今
後
の
実
施
計
画
は
。

　
　
今
年
度
は
鷹
巣
と
森
吉
の
２
地
区

で
11
月
11
日
の
日
曜
日
に
実
施
予
定
。

今
後
も
利
用
状
況
を
見
て
継
続
し
て
い

き
た
い
。

　
　
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
中
学

校
・
高
校
の
制
服
な
ど
無
償
回
収
で
き

な
い
か
。

　
　
他
市
の
事
例
を
参
考
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。
　

けんこう北秋田２１計画

話題となったモフモフ動画

ＡＡ

ＡＡＡ

ＱＱＱ

ＱＱ

Ａ Ａ

ＡＡ

Ａ Ａ ＱＱ

Ｑ

ＱＱＱ

特
定
健
診
の
受
診
率
ア
ッ
プ
の
方
策
は

　   

　 

久
留
嶋
　
範
子
（
共
産
党
議
員
団
）

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

30
年
産
主
食
用
米
の
見
通
し
は

　      

　
　
大
森
　
光
信
　
（
み
ら
い
）
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豪
雨
災
害
後
の
復
旧
作
業
等
の
進

捗
状
況
は
。

　
　
５
月
18
日
、
19
日
の
被
災
箇
所
で

「
国
の
災
害
復
旧
事
業
」
に
申
請
、
査

定
後
に
工
事
を
発
注
し
、
来
春
の
耕
作

に
向
か
う
箇
所
（
杉
山
田
か
ら
三
木
田

に
か
け
て
農
地
一
箇
所
、
農
業
用
施
設

一
箇
所
）
。
一
部
で
は
国
の
災
害
復
旧

事
業
を
活
用
せ
ず
に
、
農
業
用
水
路
等

の
土
砂
の
撤
去
を
実
施
。
杉
山
田
、
雪

田
地
区
で
は
土
地
改
良
区
が
事
業
主
体

と
な
り
、
農
地
の
均
平
作
業
が
終
了
。

８
月
15
日
、
16
日
の
被
災
で
、
水
路
や

農
地
へ
の
土
砂
堆
積
と
表
土
の
流
出
は

国
の
災
害
復
旧
事
業
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　
　
市
、
県
、
国
等
の
復
旧
制
度
の
課

題
は
何
か
。
国
の
制
度
に
該
当
し
な
い

県
の
小
規
模
災
害
支
援
事
業
（
事
業
費

10
万
円
以
上
40
万
円
未
満
、
事
業
実
施

主
体
、
市
町
村
ま
た
は
土
地
改
良
区
）

の
検
討
を
。

　
　

県
の
災
害
復
旧
事
業
の
活
用
に
必

要
と
な
る
市
要
綱
の
策
定
に
つ
い
て
、

現
在
、
制
定
時
期
を
見
極
め
て
い
ま
す
。

国
の
事
業
は
、
国
の
査
定
が
必
要
で
あ

り
、
早
期
工
事
着
工
へ
の
ハ
ー
ド
ル
や
、

広
い
面
積
に
よ
り
農
業
者
の
負
担
が
高

い
と
い
う
ケ
ー
ス
等
あ
り
、
活
用
し
や

す
い
制
度
で
あ
る
よ
う
、
県
等
を
通
じ

国
へ
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
小
阿
仁
川
の
整
備
に
つ
い
て
、
県

は
深
刻
な
被
害
状
況
や
、
被
災
地
か
ら

の
強
い
要
望
を
重
く
受
け
と
め
、
小
阿

仁
川
河
川
改
修
事
業
に
つ
い
て
、
新
た

な
計
画
を
示
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
、

市
、
県
、
各
関
係
機
関
と
の
さ
ら
な
る

連
携
で
合
意
形
成
を
。

　
　
県
か
ら
「
被
害
が
多
発
し
て
緊
急

に
対
策
が
必
要
な
個
所
の
築
堤
等
に
着

手
す
る
」
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、

地
域
へ
の
説
明
に
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
　
私
は
、
政
府
交
渉
し
農
林
水
産
省

と
国
土
交
通
省
へ
支
援
要
望
し
ま
し
た
。

市
も
要
望
活
動
の
強
化
を
。

　
　
要
望
継
続
し
ま
す
。

8月冠水で再度被災した農地

Ａ

ＡＡ

Ａ Ｑ

ＱＱ

Ｑ
小
阿
仁
川
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

　   
　 

　
三
浦
　
倫
美
（
共
産
党
議
員
団
）

　
第
３
回
議
会
全
員
協
議
会
が
９
月
11
日

に
開
か
れ
「
米
内
沢
診
療
所
に
お
け
る
一

部
負
担
金
等
横
領
事
件
」
に
つ
い
て
、
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
局
に
よ
る
と
「
平
成
29
年
度
の
決
算

審
査
に
か
か
る
資
料
精
査
の
過
程
に
お
い

て
、
平
成
29
年
度
決
算
と
平
成
28
年
度
を

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
患
者
数
は
減
少
し
て

い
る
も
の
の
一
部
負
担
金
収
入
は
増
額
と

な
る
不
自
然
な
状
況
か
ら
、
平
成
29
年
度

及
び
平
成
28
年
度
に
つ
い
て
、
月
々
の
レ

セ
プ
ト
通
知
書
か
ら
１
年
間
の
大
ま
か
な

一
部
負
担
金
収
入
を
算
出
。
実
際
に
市
会

計
に
納
付
さ
れ
た
金
額
と
比
較
し
、
平
成

28
年
度
分
に
大
き
な
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。

再
発
防
止
策
と
し
て
、
金
融
機
関
に
持
参

す
る
直
前
に
複
数
の
職
員
に
よ
る
チ
ェ
ッ

ク
を
実
施
し
、
現
金
取
り
扱
い
部
門
へ
の

抜
き
打
ち
監
査
を
行
う
」
な
ど
体
制
を
整

え
た
と
説
明
。
最
後
に
「
こ
の
度
は
市
政

に
対
す
る
市
民
の
皆
様
の
信
頼
を
著
し
く

損
な
う
こ
と
と
な
り
、
ま
た
多
大
な
る
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
」
と
陳
謝
し
ま
し
た
。

　
米
内
沢
診
療
所
着
服
問
題

　
　
　
再
発
防
止
策
を
説
明

　
９
月
定
例
会
に
人
事
案
同
意
案
件

が
追
加
提
案
さ
れ
、
次
の
と
お
り
同

意
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
10
月
10
日
「
北
秋
田
市

議
会
商
工
会
活
動
を
支
援
す
る
議
員

連
盟
」
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
全
議
員
が
参
加
し
、

市
内
商
工
業
者
の
発
展
と
経
営
の
改

善
に
関
す
る
相
談
と
そ
の
指
導
、
地

域
振
興
を
図
る
た
め
の
諸
活
動
及
び

社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
幅
広
い
活
動
を

行
っ
て
い
る
北
秋
田
市
商
工
会
を
支

援
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の

　
　
　
任
命
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

　
　
　
　
推
薦
に
つ
い
て

◎
蒔
苗
　
　
隆
　
氏
（
新
任
）

　　
◎
高
橋
　
　
進
　
氏
（
新
任
）

　
◎
亀
谷
　
隆
道
　
氏
（
再
任
）

議
会
全
員
協
議
会

「
北
秋
田
市
議
会
商
工
会
活
動
を
　

　
　
支
援
す
る
議
員
連
盟
」
設
立

　

人

事

案

件
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一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

特
別
・
企
業
会
計
決
算
特
別
委
員
会

 

　
今
定
例
会
に
は
、
平
成
29
年
度
各
会

計
決
算
の
認
定
23
件
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

　
各
常
任
委
員
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
委
員
長
　
　
武
田
　
浩
人

▽
副
委
員
長
　
山
田
　
博
康

▽
委
員
　
　
　
虻
川
　
　
敬

　
　
　
　
　
　
久
留
嶋
範
子

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
文
信

　
　
　
　
　
　
大
森
　
光
信

　
　
　
　
　
　
板
垣
　
　
淳

　
　
　
　
　
　
堀
部
　
　
壽

　
　
　
　
　
　
中
嶋
　
洋
子

▽
委
員
長
　
　
福
岡
　
由
巳

▽
副
委
員
長
　
佐
藤
　
光
子

▽
委
員
　
　
　
三
浦
　
倫
美

　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
寿

　
　
　
　
　
　
杉
渕
　
一
弘

　
　
　
　
　
　
松
尾
　
秀
一

　
　
　
　
　
　
長
崎
　
克
彦

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
重
光

　
　
　
　
　
　
松
橋
　
　
隆

決
算
特
別
委
員
会
設
置

決
算
特
別
委
員
会
設
置

 
 

平
成
29
年
度
各
会
計
決
算
認
定
案

23
件
が
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
去

る
９
月
11
日
の
委
員
会
構
成
か
ら
、

10
月
４
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、

特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 
 

本
委
員
会
に
認
定
議
案
と
し
て
付

託
さ
れ
た
事
件
は
、
１
件
で
あ
り
ま

し
た
。

　
審
査
の
最
終
日
に
は
、
市
長
、
副

市
長
、
教
育
長
に
対
し
て
総
括
質
疑

を
行
い
、
認
定
・
不
認
定
の
判
断
に

資
し
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
た
「
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
」
に
つ
い
て
は
、
各

所
管
の
決
算
審
査
の
ほ
か
に
、
総
括

質
疑
に
お
い
て
も
「
監
査
委
員
の
指

摘
」
「
移
住
定
住
促
進
等
」
「
公
共

施
設
等
の
有
効
利
用
」
「
健
康
寿

命
」
「
市
民
所
得
」
「
観
光
行
政
」

「
時
間
外
勤
務
と
職
員
配
置
の
適
正

化
」
等
多
岐
に
わ
た
る
質
疑
が
あ
り
、

各
委
員
よ
り
当
局
に
対
し
、
様
々
な

角
度
か
ら
貴
重
な
意
見
や
提
言
も
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
審
査
の
内

容
は
、
監
査
委
員
の
意
見
「
当
年
度

の
実
質
単
年
度
収
支
が
赤
字
に
転
落

し
た
こ
と
に
関
し
て
、
行
財
政
改
革

は
全
庁
挙
げ
て
例
外
の
な
い
改
善
・

改
革
に
努
め
ら
れ
た
い
」
を
踏
ま
え
、

 
 

本
委
員
会
に
認
定
議
案
と
し
て
付

託
さ
れ
た
事
件
は
、
22
件
で
あ
り
ま

し
た
。

　
審
査
の
最
終
日
に
は
、
市
長
、
副

市
長
に
対
し
て
総
括
質
疑
を
行
い
、

認
定
・
不
認
定
の
判
断
に
資
し
ま
し

た
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、

一
部
で
意
見
の
一
致
を
み
る
こ
と
が

で
き
ず
「
昨
年
の
３
月
定
例
会
で
税

決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

特
別
・
企
業
会
計
決
算
特
別
委
員
会

次
年
度
以
降
の
「
予
算
編
成
指
針
」

と
し
て
も
、
大
い
に
期
待
で
き
る
審

議
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
慎
重
審
査
を
経
た
結
果
、

一
部
の
意
見
の
一
致
が
み
ら
れ
ず
、

討
論
で
は
「
監
査
委
員
か
ら
実
質
単

年
度
収
支
が
赤
字
に
転
落
し
た
と
指

摘
さ
れ
、
そ
の
要
因
と
し
て
大
型
投

資
に
よ
る
公
債
費
や
物
件
費
の
増
が

あ
る
と
示
さ
れ
た
こ
と
は
重
く
受
け

止
め
る
べ
き
。
市
民
生
活
向
上
へ
の

財
政
を
拡
充
さ
せ
つ
つ
各
事
業
の
中

長
期
的
な
計
画
性
、
特
に
大
型
建
設

事
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
市
政
運

営
を
求
め
る
」
と
の
反
対
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
「
決
算
の
結
果
に

つ
い
て
は
大
型
投
資
や
基
金
の
取
り

崩
し
は
あ
っ
た
も
の
の
、
最
大
限
努

力
し
た
結
果
で
あ
る
」
と
賛
成
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

率
改
定
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
際
の
答

弁
の
中
で
減
免
規
定
を
見
直
す
と
い

う
こ
と
で
、
議
会
は
税
率
改
定
を
認

め
た
も
の
で
あ
る
が
、
減
免
取
扱
規

則
の
一
部
変
更
で
は
、
肝
心
の
保
険

税
の
減
免
に
は
手
を
つ
け
て
い
な
い
。

議
会
に
約
束
し
た
こ
と
を
し
て
い
な

い
決
算
は
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
「
し
っ
か
り
し
た
減
免
対
象

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
当
局
に
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
国

保
特
別
会
計
の
安
定
し
た
運
営
も
含

め
て
相
対
的
に
判
断
す
る
と
、
29
年

度
決
算
に
つ
い
て
は
不
認
定
と
す
る

要
素
は
少
な
い
」
と
の
賛
成
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
院
事
業
会
計
決
算
に
お

い
て
も
、
一
部
で
意
見
の
一
致
を
み

る
こ
と
が
で
き
ず
「
平
成
29
年
度
は

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
開
設
で
収
支

は
一
定
数
改
善
さ
れ
た
が
、
市
の
持

ち
出
し
は
全
部
で
６
億
数
千
万
円
あ

り
、
医
師
確
保
は
こ
れ
ま
で
と
同
様

で
あ
る
。
市
と
の
連
携
を
深
め
な
が

ら
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
病
院
を
目

指
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
二
つ
の
議
案
と
も

賛
成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
他
の
認
定
議
案
に
つ
い
て

は
、
全
て
全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き

と
決
し
ま
し
た
。
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皆さまからの請願・陳情と意見書提出

件　　　名 請願・陳情者氏名 結果 意見書

継続審査

不採択

 生き物共生農業を進める会
 代表　今 野　茂 樹

 美しい八郎湖を次代に残す会
 代表　桑 原　秀 夫

（有）ライスランド大潟
 代表　山 田　隆 介 

 秋田県商工団体連合会
 会長　小 玉　正 憲

食糧の安全・安心を図るために農産物検査法及び食品表示
法の抜本的見直しを求める陳情

消費税増税１０％引き上げ中止を求める意見書提出の陳情書

≪市議会では、議会活動の活性化を図るため、市民の皆さんのご意見を募集しています≫

●対　象　市内在住者又は通勤通学している人
●方　法　手紙、FAX、メールなど（文字で読める形式のもの）
●公　表　ご意見をホームページや広報紙で公表する場合があります。

●あて先　〒０１８-３３９２　秋田県北秋田市花園町１９番１号
●メール　gikai@city.kitaakita.akita.jp
●ＦＡＸ　（０１８６）６２-４８４５

市 議 会 へ の ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い

本会議等の会議録がご覧になれます

①〔北秋田市ホームページ〕

②〔市議会のページへ〕

③〔会議録検索閲覧のページへ〕

　①北秋田市議会をクリック

　②会議録検索システムをクリック

　③閲覧したい年をクリック
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北
秋
田
市
議
会
だ
よ
り

次の定例会と
各常任委員会は
「１２月」 です

市民の皆さまの傍聴
をお待ちしています

各常任委員会の会場

総務文教（阿仁庁舎）

市民福祉（森吉庁舎）

産業建設（合川庁舎）

 【募集内容】　

　北秋田市内で撮影した四季折々

の行事や風景など「市議会だより

きたあきた」の表紙にふさわしい

写真で、次のいずれにも当てはま

るものを募集します。

①応募者本人が北秋田市内におい

て、おおむね１年以内に撮影した

もの。

②未発表のもの。

③2～4MBのデジタルデータ（JPG

形式）で提供できるもの。

④人物が特定できる場合は、被

写体の承諾を受けたもの。

⑤個人の所有物を被写体とした

場合は、所有者の承諾を受けた

もの。

【応募方法】

　応募用紙と応募写真をEメー

ルに添付して御応募ください。

詳細については、市ホームペー

ジ内の北秋田市議会「市議会だ

より」に掲載しております。

　応募先メールアドレス

【gikai@city.kitaakita.akita.jp】

【応募期間】

　年間を通して随時応募を受

け付けますが、季節・時期等

を感じる作品については、発

行日の１カ月前までにお願い

します。

【発行日】

　５月１日・８月１日

１１月１日・２月１日

『表紙写真の募集について』

 

広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
杉
渕
　
一
弘

　
副
委
員
長
　
三
浦
　
倫
美

　
委
員
　
　
　
虻
川
　
　
敬

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
光
子

　
　
　
　
　
　
武
田
　
浩
人

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
重
光

　初めての日本生活は周りの人のおかげで完全に慣れ
てきました。北秋田に来て１年半が経ち、いろいろな
ことを経験することができ、さまざまな人にも出会う
ことができました。稲刈り体験、友達と一緒にファー
ムステイ（農場や牧場などに数日間宿泊し、農場生活
を体験する、民宿の一種）、合川まとび祭り、よさこ
いチームに入ったことなど、たくさんの思い出ができ
ました。これからも、いろんなことに挑戦して、もっ
ともっと北秋田市の魅力を見つけていきたいと思って
います。　 　こんにちは！

　アメリカのノースカロライナ州から
参りました「リーガン・愛希」と申し
ます。去年の８月にＡＬＴ（外国語指
導助手）として北秋田に引っ越してき
ました。現在は、合川小・中学校で英
語を教えています。
　大学ではＰＲと非営利団体の経営を
勉強し、京都市の立命館大学へ留学し
たこともあります。日米関係に興味を
持ち、ＪＥＴプログラム（語学指導等
を行う外国青年招致事業）に応募して
みました。
　ノースカロライナはアメリカの東海
岸にあり、自然環境は秋田と似ていま
す。素敵な山や浜辺と美味しいバーベ
キュー（南部料理）がノースカロライ
ナの魅力です！　　

登　山

稲刈り体験
ノースカロライナの浜辺

故郷 ノースカロライナ州ローリ市

自己紹介世界から見た「きたあきた」
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